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－今年度の新たな乳用育成牛を導入－ 

 

 碇高原牧場では、4 月 17 日から府内の酪農家 13 戸の乳用育成牛 31 頭(ホル

スタイン種 29頭､ジャージー種 2頭)を順次牧場に搬入しました。 

当場に導入された育成牛は、随時、放牧に出られるため、長期にわたって搾

乳と出産が可能な健脚で丈夫な牛になります。また同時に受精卵移植で和牛(黒

毛和種)の子牛を受胎させ、出産 2か月前頃に農家の元へ返すことで、京都府内

産和牛子牛の増頭に貢献します。 
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